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「また 怪談です かえ」 と、 半 七 老人 は 笑った。 「時候 は 

秋で、 今夜 は 雨が ふる。 まったく あつらえ 向きに 出来 

てい るんで すが、 こ つ ちに どうも あつらえむきの 種が 

な いんです よ。 なるほど、 今と ちがって 江戸時代に は 

怪談が たくさん ありました。 わたくし も いろいろの 話 

をき いてい ますが、 商売の 方で 手がけた 事件に 怪談と 

いうの は 少ない ものです。 いっかお 話した 津 の国屋 

だって、 大詰へ 行く と あれです」 

「しかし、 あの 話 は 面白う ござんし たよ」 と、 わたし 



酒 を 買った 者 もた くさん あつたが、 その 甘酒に 中毒し 

たもの はなかった。 又 その 甘酒 を 買った 者が ことごと 

く 病みつ いたと いう わけで もなかった。 往来で うつか 

り 出逢った 者のう ちで も、 なんの 祟り も 無しに 済んだ 

もの もあった。 つまりめ いめいの 運 次第で、 ある 者 は 

祟られ、 ある 者 は 無難であった。 いずれにしても 婆 さ 

んの方 は 何事 を 仕向ける ので もない。 ただ 黙って ゆき 

違う ばかりで、 不運の 者 は その 一刹那に おそろしい 災 

難に 付き まとわれ るので あ つ た。 

眼に も 見えない その 怪異に 取り 憑かれた もの は、 最 

おこ リ さむ?，' 

初に 一種の 瘧疾 にかかった ように、 時々 に ひどい 悪寒 



桜 はま だ 青葉に はなり 切らないので、 遅い 花見ら しい 

男 や 女の 群れが ときどきに 通った。 その 賑やかな 群れ 

の あいだ を 苦労 ありそうに しょんぼりと うつむき 勝ち 

に 歩いて いる 一 人の 若い 男が、 その 蒼 ざめ た 顔 を あげ 

て 半 七の 姿 を ふと 見付ける と、 なんだか 臆病ら しい 眼 

をしながら 彼の あと を そ つ と 尾け て 来る らし か つ た。 

最初 は 素知らぬ顔 をして いたが、 こっちの 横顔 をぬ 

すむ ように 窺いながら 三、 四 間 ほど も 付いて 来る ので、 

半 七 も 勃然として 立ち 停ま つ た。 

「おい、 犬！^。 わつ しにな にか 用で も あるの かえ。 花 

きんち や つ き 

見 どきに 人の 腰 を 狙って くると、 巾着切りと 間違げ え 



は 少し 気の毒に なって 元来た 方 を ふり 返る と、 男の 姿 

はもう 見えな か つ た。 

二 

それから 二日 目の 七ッ 下がり (午後 四時 過ぎ) に、 

善 八と 幸 次 郎が半 七の 長火鉢の まえに 鼻 を そろえた。 

二人 は ほかの 子分た ちと も 申し合わせて、 江戸 じゅう 

の 問屋 を 片っ端から 調べて あるいた が、 その 怪しい 婆 

さん は 毎日お なじ 家へ 仕入れに 来ない らしい。 最初の 

ほんじよ う 

うち は 本 所 四ッ 目の 大坂屋 という 店へ 半月 以上 もつ 



な 婆が つけて 来て、 薄つ 気味 悪くて 堪 まらね えので、 

一 生 懸命に 逃げて 来たんだ という ことです」 

「おめえ は その 女 を 見た のか」 

「見ません。 なんでも 河内 屋へ 出入りの 小間物屋の 世 

話で 住み込んだ 女で、 年 は 十九 か 二十歳 ぐらいだ が、 

しろもの 

台所 働きに はち つ と 惜しい ような 代物 だそう です よ」 

「その 小間物屋 というの は 何とい う 奴 だ」 と 半 七 はま 

さ 
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「その 小間物屋 はわつ しが 識 つてい ます」 と、 幸次郎 

が 代って 答えた。 「徳 という 野郎で、 徳三郎 か 徳兵衛 

なま ちろ 

か 知りません が、 まだ 二十 二三の 生つ 白い 奴です。 道 



おお まち- や 

たり は片 袖で 顔を掩 いながら、 町屋の 軒下 を 伝って 歩 

いている と、 夕 ぐれの 色 はいよ いよ 黒くな つて 来て、 

どこかで 雷の 声が きこえた。 

「おや、 雷が 鳴る。 妙な 陽気 だな」 

のれん 

そのうちに、 ふたり は 河内 屋の 暖簾の 前に 来たので、 

善 八 はすぐ に 格子 をく ぐって、 帳場に いる 番頭に 声 を 

かけた。 

「もし、 番頭さん。 親分が すこし 用が あるんだ。 ここ 

じゃあい けね えから、 表まで ちょいと 顔 を 貸して くん 

ねえ」 

「はい、 は い I 



四十 五六の 番頭が 帳場から 出て 来て、 暖簾の 外に 

立って いる 半 七に 挨拶した。 

「お前さんが ここの 番頭さん かえ」 と、 半 七 は 手拭で 

顔の 砂 を はらいながら 訊いた。 

「さようで ございます。 利 八と 申して、 河内 屋に 三十 

四 年 勤めて 居ります。 どうぞお 見識り 置き を …… 」 

「そこで 利 八さん。 早速 だが お前さん にち つ と 訊きた 

い ことがある。 この間、 こっちの 裏口 を 変な 婆さんが 

靦 いていた とかいう じゃありません か」 

「はい。 とんだ 災難で、 番頭 ひとりと 小僧 一人が 今に 

ど つ と 寝付いて 罟リ ます I 



にあと を 尾 けられてから、 表へ 出る の を ひどく 忌が る 

ので 困ります。 もっとも それ は 無理 もありません ので 

大抵の 使いに は ほかの 小僧 を 出して 居ります が、 当人 

も 別に 病気と いう わけで も ございま せんから、 家の 内 

ではい つもの 通りに 働いて 居ります。 御用が あるなら 

唯今 呼んで まいりましょう か」 

「いや、 呼ん じゃあ まずい」 と、 半 七 は 首 を 振った。 

「うら 口へ まわって、 そっとの ぞくわけ にゃあ 行き ま 

せんか」 

「よろし ゆう.、 - ざいます。 ちょうど 夕方で， 1 J ざいます 

から、 台所で はたらいて 居ります 害です。 どうぞ 隣り 



あったらし くも 思われて 来た。 かれは 蒼 ざめ た 顔 をし 

て、 自分に 何事 を 訴えよう としたの か、 半 七 はいろ い 

ろに 想像 を 描いて いると、 雷の 音 も だんだんに 遠 ざ 

かって、 善 八 は 生き返つ たように 元気が 出た。 

「親分、 すまね え。 まず これで ほっとし やした。 また 

ひど 

移り 換え もしね えう ちから 酷い 目に 逢い ましたよ」 

あんばい 

「いい 塩梅に 小 降りに なった よう だ。 早く 飯 を 食って 

しまえ」 

早々 に 飯 を 食って そこ を 出る と、 夜 は五ッ (午後 八 

時) を 過ぎて いるら しかった。 雨 はもう 小 降りに なつ 

ていたが、 弱い 稲妻 はま だ 善 八 を おびやかす ように、 



寄った。 そうして、 なに か 小声で ふた 言 三 言 押し問答 

している かと 思う と、 白い 刃の ひかりが 提灯の 火に き 

らリと 映って、 婆 は 抜き打ちに 斬り 倒された。 かれは 

ぬかるみ 

声 も 立てないで、 枯れ木 を 倒した ように 泥濘の なかに 

横たわった。 武士 は 刀 を 納めて 再び 駕籠に 乗ろうと す 

ると ころへ、 半 七 は龃け 寄つ て その 棒 鼻 を さえぎ つ た _ 

まちかた 

「しばらく お待ちく ださい まし。 わたくし は 町方の 者 

でございます。 唯今の は 試し斬りで ございま すか、 そ 

れ とも 何 か 仔細が ございま すか」 

たとい それが 武士であろう とも、 みだりに 試し斬り 

など を すれば 立派な 罪人で ある。 次第によ つて は、 か 



な つ とく 

ろに 説きす かされて、 彼 もようよう 納得した らしく、 

内に 引つ 返して 一 方の 武士と 何 かしば らくさ さやき 

合って いたが、 結局 思い切って その 事情 を 打ち明ける 

ことにな つ た。 

「では、 屋敷の 名 は 申さんでも 宜し ゆう ござるな」 

「よろし ゆう) ，- ざいます」 

なんとかして、 彼等に 口 を 明かせなければ ならない 

ので、 その 白状 を 聞かない まえに 半 七 は 安 受け合いに 

受け合って しまった。 そうして、 これから 彼等が どん 

な 秘密 を 打ち明け るかと、 両方の 耳 を 引き立て ている 

と、 あたかも そこへ 足早に 龃け 込んで 来た 者が あった。 



浅 草で 相当な 小間物屋の 枠に 生まれた が、 放蕩の ため 

に 身代 をつ ぶして、 一 旦は 江戸 を 立 退く ことと なった _ 

やはり 小間物の 荷 を かついで、 旅 あきないに 諸国 を 流 

れ 渡って いるう ちに、 彼 は 京大 阪 から 中国 を 経て 九州 

路 まで 踏み込んだ。 そうして、 ある 城下町に しばらく 

足 を 止めて いる あいだに、 かれは その 城下から 一里ば 

かり 距れた 小さい 村の 女と 親しくな つた。 女 はかのお 

熊であった。 お 熊 はお 綱と いう 老母と 二人 暮し であつ 

たが、 この 村の 習いと して ほかの 土地の ものと は 決し 

おきて 

て 婚姻 を 許さない 捉 になって いるので、 お 熊 は 母 を 

捨てて 逃げた。 徳三郎 も はじめは 旅先の いたずらにす 



したので あった。 しかし 半 七に 対して、 あからさまに 

その 事情 を 説明 するとき は、 自然に 屋敷の 名 を 出さな 

ければ ならない のと、 もう 一 つに は 時と 場所が 悪い。 

かたぎ 

かれら は吉 原へ 遊びに ゆく 途中であった。 武士気質の 

強い かれらの 屋敷で は、 遊里に 立ち入る こと は 厳禁 さ 

れ ていた。 かれら は 半 七に 意地 わるく I 君め られ て、 屋 

敷の 名 や 自分た ちの 身分 を 明かす よりも、 むしろ 死 を 

択 ぼうと 覚悟した ので あつ た。 

ら くぢ やく 

「これで 此の 一 件 も 落着し ました」 と、 半 七 老人 は ひ 

とがにん 

と 息つ いた。 「こう 訳が 判って みると、 誰が 科 人と い 
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